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リ
レ
ー
小
説 

２ 
 

～
前
回
（「V

o
l
.3

」
に
掲
載
）
か
ら
の
続
き
～ 

ま
た
、
夏
は
冷
房
の
効
い
た
部
屋
で
ア
イ
ス
を
食
べ
る

の
で
は
な
く
、
窓
を
開
け
て
も
暑
い
部
屋
で
冷
た
い
サ
イ

ダ
ー
を
飲
む
の
が
好
き
だ
。 

 

私
は
常
に
こ
の
二
つ
を
求
め
て
い
る
。 

サ
イ
ダ
ー
に
関
し
て
は
問
題
な
い
。
た
だ
私
の
財
布
の

紐
を
緩
め
て
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
で
サ
イ
ダ
ー
を
買
い
、
窓

を
開
け
て
飲
め
ば
い
い
だ
け
だ
。 

問
題
は
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
。
私
は
叔
母
の

家
に
居
候
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
わ
け
な
の
だ
が
、
そ
の

付
近
に
は
前
述
し
た
よ
う
な
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
は
一

切
な
い
の
だ
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
死
活
問
題
だ
。
あ
く

ま
で
精
神
的
に
だ
が
。 

探
す
し
か
あ
る
ま
い
。
私
の
憩
い
の
場
を
。 

そ
の
よ
う
な
想
い
を
抱
き
な
が
ら
、
大
学
に
通
う
た
め

に
上
京
し
て
き
て
こ
の
１
ヶ
月
、
ふ
ら
ふ
ら
と
大
学
付
近

の
探
索
を
続
け
て
い
た
。（
現
代
福
祉
学
部
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
学
科
Ｙ
・
Ｔ
） 

 

（
次
回
は
「V

o
l.
6

」
に
掲
載
予
定
） 

 

      

 

      

 

       

   

 

 

学校内の木々が綺麗に色づく季節になりましたね。大学でこんなにもきれいな紅葉が見

れるとは思っていませんでした。多摩キャンパスの特権ですね（笑）天気の話になります

が、今年は台風や雨の日が多いので、晴れている日はとても嬉しい気持ちになります。皆

さんは雨と晴れどちらが好きですか？ 私は小学生の頃、雨が好きでした。雨が降ってい

る中、傘をさして水たまりの中に入ったりして下校するのが楽しかったですね。次の日に

なっても靴が乾かなかったことも良い思い出です。また、雨が降っている景色を教室から

ぼーっと眺めているのも好きでした。外は薄暗くて雨が降っていて、風も吹いているのに、

自分は明るい屋根のある教室にいるという安心を感じていました。しかし、今は晴れの方

が好きです。社会学部棟の４階から５階に上がるときに山が見えるのですが、晴れの日は

特に綺麗ですよ。ぜひ、見てみてください。 

様々な天候がありますが、楽しみ方は人それぞれです。 

秋も通り過ぎようとしていますが、季節を楽しんでくださいね。 

 

一つの物語をライサポメンバーで綴っていきます。 

 
Essay 

 

 

 
ライサポメンバーで、10 月 19 日（木）に第１回ビブリオバトルを開催しました。 

今回の参加者は司会者と職員の方々も合わせて９人、そのうちバトラー（発表者）は３人でした。バトラーは全員が初挑戦で

したが、本の紹介コミュニケーションゲームであるビブリオバトルらしく、他の参加者との対話が生み出す和やかな雰囲気の

中で進行していきました。ビブリオバトルで紹介する本の種類には細かな決まりはありません。面白いことに、参加者３人はそ

れぞれ異なる系統の本を選んでいました。発表の仕方も三者三様で、それらを通して参加者は各バトラーのことをより深く知

ることができたようです。 

第１回ビブリオバトルはライサポメンバーでの開催となりましたが、次回は多摩図書館を利用する学生のみなさんと一緒に

やりたいと思っています。もちろん、バトラーも大歓迎！ この記事を読んで興味を持った方はぜひ、遠慮なく参加してくだ

さい！ 詳細はライサポコーナーでお知らせします！ 

（社会学部メディア社会学科１年Ｙ・Ｔ） 

「天気と小学生の頃の思い出」  

社会学部社会政策科学科１年 Ｎ・Ｋ 

 

   

 

４
は
内
気
で
物
静
か
、
89
は
舞
う
雪

の
よ
う
。
文
字
に
色
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

手
触
り
や
形
、
感
情
、
動
き
ま
で
感
じ

る
…
!? 

そ
ん
な
ち
ょ
っ
と
不
思
議

な
「
共
感
覚
」
の
持
ち
主
の
お
話
で

す
。（
社
会
学
部
メ
デ
ィ
ア
社
会
学
科

１
年
Ｙ
・
Ｔ
） 

「
哲
学
っ
て
興
味
あ
る
け
ど
、
何
か
ら

読
め
ば
良
い
か
わ
か
ら
な
い
」。
そ
ん
な

方
に
は
、
こ
の
本
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

（
社
会
学
部
社
会
学
科
２
年
Ｙ
・
Ｙ
） 

言
い
訳
と
聞
く
と
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ

が
湧
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
面
白

半
分
で
読
ん
で
み
る
と
楽
し
め
る
と
思
い

ま
す
。
人
生
楽
し
ん
だ
も
の
勝
ち
だ
と
思

わ
せ
て
く
れ
る
一
冊
で
す
！
（
社
会
学
部

社
会
政
策
科
学
科
１
年
Ｎ
・
Ｋ
） 

＼見えるものは人それぞれ／ 

『ぼくには数字が風景に見える』 

ダニエル・タメット〈著〉、古屋美登里〈訳〉 

＼困ったときにはこれ！／ 

『実録 現役サラリーマン言い訳大全』 

伊藤洋介〈著〉 

＼哲学って格闘技だったんだ…！／ 

『史上最強の哲学入門』 

飲茶〈著〉、板垣恵介〈絵〉 
 

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で 

紹
介
さ
れ
た
本
は 

こ
ち
ら
の
３
冊
！ 

「一番読みたくなった本」 

に選ばれたのはこちら！ 

とても楽しく観戦させて頂きました。皆さんそれぞれが選んだ

本を今後の人生にどのように活かしていこうか、という意気込

みを感じました。１冊の本を通して今まで知らなかったその人

の一面がよく見えてくる…まさに「人を通して本を知る。本を 

通して人を知る。」ですね！ 学生の皆様、 

本当にありがとうございました。これからも 

ぜひ頑張って下さい。 

本だけでなく、 

何かと人とを結ぶには言葉が必要で、 

その言葉たちは日常のあらゆるところ 

にある。そしてもちろん、本の中にだっ

てある…こう考えると、「言葉で人に本を

紹介する・伝える」というビブリオバト

ルは、すごく根源的で、重要な活動だと

思いました。初参加でしたが 

楽しかったです！ 

僕にとって初めてのビブリオバ

トルでした。人前で自分のお気

に入りの本を紹介することで、

その本の知名度をわずかながら

も上げられたのは、喜ばしいこ

とです。短すぎず、長すぎない

５分という発表時間がちょうど

よく、他の人の紹介本も記憶に

残っています。本の内容だけで

なく、発表者のことまで知るこ

とができたのもよかったです。 

今回の参加者は皆 

ビブリオバトルの経験がなかった 

のですが、どの方もそう思わせない 

ほど素晴らしい発表をされていました。 

ビブリオバトルには「人を通して本を知る。本を通して 

人を知る。」というキャッチコピーがあります。今回の 

ビブリオバトルでは、まさにそれを実現できたの 

ではないでしょうか。 

 次回も楽しみにしています！ 

 

今回ビブリオバトルに初めて参加させて頂

きました。どのように紹介したら自分の選

んだ本に興味を持って頂けるか考えるのが

楽しかったです。また色々な本だけでなく、

紹介者の人柄も分かって、とても楽しく有

意義な時間を過ごすことができました。機

会があればまた参加したいです。 

観戦した多摩図書館職員

 

司会者 

バトラー② 

バトラー➀ 

バトラー③ 

＼Bibliobattle／ 

 

第
１
回 

 
各参加者 
からのコメント 


